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はじめに

湛水土壌の還元とFeの形態変化に

水の浸透が与える影響 を明らかにする
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純水で湛水

0 or 1 cm/dayで浸透

採水液でpH, Fe2+濃度を測定

試料

学内水田土 （1.21 g/cm3）

+ グルコース（5 g / kgsoil）

試料と方法

方法

15 cm

0.06 M
グルコース

溶液

12 cm

Eh計

採水口

（その他主要陽イオン濃度：液クロ）



Ehの経時変化
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湛水2週間後の分布

浸透なし

浸透あり

浸透なし

浸透あり

浸透なし

浸透あり

浸透なし 下層Fe2+×
浸透あり 全層で検出

酸化還元電位Eh [mV]

すべて還元

pH [‐]

浸透なし 下層pHが上昇
浸透あり pHは約5



湛水2週間後の陽イオン濃度分布

浸透なし 浸透あり
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上層で濃度大きい 移動・流出により減少
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排液の陽イオン濃度
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Ca2+,Mg2+が大きい

pHが低下するとCEC↓

土壌保持小さく流出

NH4+
K+



浸透あり

考察

Fe2+の流出

Feの
可溶化

浸透なし

有機酸
pHの低下

有機物分解＞Feの還元

Fe2+溶出

有機酸, pH低下

有機物分解＜Feの還元

pH上昇

FeSで沈殿

湛水 湛水



還元状態を下方へと伸長

有機酸などのH+を輸送

湛水土壌の還元とFeの形態変化に

水の浸透が与える影響を明らかにする

Feの可溶化・系外へ流出

まとめ

水の浸透は…

→ 室内ポット実験


